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東京藝術大学との包括連携協定

① 県の文化芸術振興に関すること
② アートによるまちづくり地域の活性化に関すること
③ 教育・研究に関すること
④ 人材育成・交流に関すること
⑤ その他県及び大学が協議して必要と認める事項

連携
協⼒事項

目的  東京藝術大学との連携により、文化・芸術の力を最大限活用し、活力ある地域づくりや人材育

成・交流を図り、個性豊かな地域社会の形成と発展に寄与することを目的とする。

2

令和５年１月27日包括連携協定の締結
都道府県としては、香川県、長野県、長崎県に続く4例目の協定締結



アートベンチャーエヒメ プロジェクトビジョン
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芸術祭の方向性

 アートベンチャーエヒメの活動の成果を広く周知することを目的に、県内のスポーツや文化芸術、学びの場として広く県
⺠に活⽤される「とべもりプラス」を拠点とした、県⺠参加型のアートフェスティバルを開催。

 福祉やスポーツ、環境など、とべもりプラスの各施設の特性に合わせた創作活動を展開することにより、アートが持つ力
や可能性を表現し、文化芸術の振興を幅広く図り、地域のポテンシャルを最大限に引き出しながら、交流人口の拡大や地
域の活性化にもつながる、愛媛県独自のアートプロジェクトを展開。

 県内の様々な地域とも連携し、地域独自の多彩なプロジェクトを展開するとともに、県内各地のプロジェクトがとべもり
プラスにおいても作品としてアウトプット。

 とべもりプラスは、この取り組みを通じ、様々な作品やプロジェクトの成果が展示されるフィールドミュージアムとなり、
アートを介した人や地域の交流のハブ（結節点）として、県内の様々な人や地域をつなぐ役割を担う「アートの森」とな
ることを目指す。

 東京藝術大学が推進する「共生社会をつくるアートコミュニケーション共創拠点」の参画機関とも連携し、「文化的処
方」を開発、検証する実証フィールドとして機能することで、文化芸術の特性を活かしたアートコミュニケーションによ
り、人々が社会に参加していく新しい回路をつくり、誰もが「自分らしく」いられる、誰も取り残さない共生社会を実現。
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【参考】「共生社会をつくるアートコミュニケーション共創拠点」概要

アート・福祉・医療・テクノロジーの分野の壁を超えて協働的に研究しつつ、⼈々の間につながりをつくる⽂化活動「⽂化的処⽅」を開発し、社
会への実装を試みます。
アートコミュニケーションの特性を活かして、⼈々が社会に参加していく新しい回路をつくり、誰もが超⾼齢社会で「⾃分らしく」いられる、誰も取り
残さない共生社会の実現を目指していきます。

上記社会を目指す上で、本拠点では2030年以降を⾒据えてNEXT SDGsを提案します。物質的・構造的・制度的な持続可能性に基づき
問題解決を目指す現在のSDGsから、一⼈ひとりの「こころの豊かさ」を育み精神的貧困の解決へと拡張し、⼈の心を中心に据えて17個のゴー
ルの垣根を融かし、社会に総合知を創出するアートの⼒を図に⽰す NEXT SDGs に託しています。
しかし、こうした未来のありたい社会像の実現を阻害するのが、超⾼齢化社会における「望まない孤独や社会的孤⽴」（以下、孤独孤⽴）で
す。これを乗り越えるために、本拠点ではアートと福祉・医療・テクノロジーを融合させ、多様な⼈々と社会とを結ぶアートを介したコミュニケーショ
ンを⽤いて、「⽂化的処⽅」を開発し、孤独孤⽴および精神的貧困の解決に取り組み、「こころの豊かさ」のある社会を創造します。
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拠点ビジョン

目 的
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⽂化振興課
公式instagram

art venture ehime
公式ホームページ

【参考】情報発信について


